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名
勝
や
名
所
で
は
細
長
い
棒
の
先
端
に
カ
メ

ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取
り
付
け
て
自
撮
り

し
て
い
る
光
景
を
見
掛
け
る
こ
と
が
あ
る

（図

1
)。
こ
れ
は
最
近
の
技
術
で
は
な
く
、
一
九

二
0
年
代
の
写
真
に
、
そ
れ
ら
し
い
光
景
が
記

自
撮
り
棒

一
九
七

0
年
代
後
半
か
ら
八

0
年
代
後
半
に

か
け
て
日
本
の
工
業
生
産
は
世
界
の
頂
点
に
君

臨
し
、
造
船
で
は
断
突
の
世
界
一
位
、
粗
銅
で

は
ア
メ
リ
カ
を
上
回
り
世
界
一
位
、
工
作
機
械

で
も
ド
イ
ツ
を
上
回
り
世
界
一
位
、
集
積
回
路

も
本
家
の
ア
メ
リ
カ
を
凌
駕
し
、
ジ
ャ
パ
ン
・

ア
ズ
・
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
を
謳
歌
し
て
い
た
。
し

か
し
、
九

0
年
代
に
な
る
と
日
本
経
済
は
世
界

の
頂
点
か
ら
転
落
し
、
現
在
で
は
栄
華
は
過
去

の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
転
落
を
象
徴
す
る
の
が
株
式
時
価
総
額

の
順
位
で
、
八
九
年
に
は
世
界
一
位
の
N
T
T

以
下
、
上
位
二

0
社
の
う
ち
一
四
社
が
日
本
企

業
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
上
位
五

0
社
に
一

社
も
登
場
し
な
い
。
大
変
に
残
念
な
状
況
で
あ

る
が
、
新
年
最
初
の
記
事
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
日
本
は
主
要
産
業
で
は
な
い
も
の
の

数
多
く
の
世
界
最
初
を
誕
生
さ
せ
て
き
た
と
い

う
実
例
を
紹
介
し
、
日
本
の
独
創
能
力
を
実
感

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
商
品
と
し
て
は
一
九

八
三
年
に
ミ
ノ
ル
タ
カ
メ
ラ
（
現
在
の
コ
ニ
カ

ミ
ノ
ル
タ
）
が
発
売
し
た
「
エ
ク
ス
テ
ン
ダ
ー
」

が
最
初
で
あ
る
が
普
及
せ
ず
、
日
本
の
珍
発
明

と
し
て
話
題
に
な
る
ほ
ど
で
あ

っ
た。

し
か
し
一
九
九
九
年
に
世
界
最
初
の
撮
影
機

能
を
内
蔵
し
た
携
帯
電
話

(P
H
S
)
が
発
売

さ
れ
、
そ
れ
以
前
か
ら
流
行
し
て
い
た
プ
リ
ン

ト
倶
楽
部

（プ
リ
ク
ラ
）
と

一
体
と
な

っ
て
若

者
の
世
界
で
自
撮
り
が
普
及
し
は
じ
め
た
。
そ

れ
を
反
映
し
て
二

0
0
四
年
か
ら
自
撮
り
棒
の

特
許
が
急
増
し
、
日
本
で

一
五
件
、
ア
メ
リ
カ

で
一
三
件
が
出
願
さ
れ
る
ま
で
に
な

っ
た
。
そ

れ
を
加
速
し
た
の
が
二

0
0
七
年
か
ら
登
場
し

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
あ
る
。

自
撮
り
は
社
会
現
象
と
し
て
も
無
視
で
き
な
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食
品
サ
ン
ブ
ル

く
な
り
、
二

0
一
三
年
の

「オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
辞
典
j

は
「
セ
ル
フ

ィ
ー

（
自
撮
り
）
」
を

今
年
の
言
葉
に
選
定
し
、
翌
年
の
ア
メ
リ
カ
の

雑
誌

『タ
イ
ム
』
は
「
今
年
の
優
秀
発
明
二
五
」

に
自
撮
り
棒
を
選
定
し
て
い
る
。
撮
影
す
る
立

場
で
は
便
利
な
道
具
で
あ
る
が
、
周
囲
に
迷
惑

や
危
険
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
た
め
、
海
外

で
は
自
撮
り
棒
を
使
用
禁
止
に
し
て
い
る
美
術

館
や
遊
園
地
も
増
加
し
て
い
る
。

外
国
の
人
々
が
日
本
の
国
際
空
港
か
ら
の
帰

路
、
土
産
と
し
て
購
入
す
る
人
気
の
小
物
が
あ

る
。
現
在
で
は
ビ
ニ
ー
ル
樹
脂
の
製
品
が
大
半

で
あ
る
が
、
以
前
は
パ
ラ
フ

ィ
ン
で
制
作
さ
れ

て
い
た
食
品
サ
ン
プ
ル

で
あ
る
（
図

2
)
。
先

進
諸
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
紙
製
の
メ
ニ
ュ
—

の
み
で
食
事
の
内
容
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
日
本
で
は
店
頭
に
実
物
と
見
紛
う
ば

か
り
の
料
理
の
サ
ン
プ
ル
が
展
示
さ
れ
、
外
国

人
旅
行
者
を
蓋
嘆
さ
せ
て
い
る
。

元
祖
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
一
九
三

二
年
に
大
阪
で
登
場
し
た
と
い
う
の
が
有
力
で

あ
る
。
貧
乏
生
活
を
し
て
い
た
岩
崎
瀧
三
と
い

う
人
物
の
と
こ
ろ
に
親
戚
の
人
間
が
パ
ラ
フ
ィ

ン
細
工
の
食
品
模
型
を
持
参
し
た
。
商
売
に
な

る
と
確
信
し
た
岩
崎
は
様
々
な
料
理
の
模
型
を

製
作
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
本
物
の
料
理
の

代
金
の
十
倍
で
貸
付
け
る
商
売
を
開
始
、
百
貨

店
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
か
ら
次
々
と
注
文
さ
れ

る
人
気
商
品
に
発
展
さ
せ
た
。

戦
争
の
勃
発
で
パ
ラ
フ
ィ
ン
が
統
制
品
目
と

な
っ
て
製
造
が
困
難
と
な
り
一
時
は
休
止
す
る

が
、
戦
後
に
東
京
に
進
出
し
て
復
活
し
た
。
岩

崎
は
ス
テ
ー
キ
の
サ
ン
プ
ル
を
ア
メ
リ
カ
に
輸

出
し
た
が
、
ビ
ー
ル
の
販
売
促
進
用
土
産
と
し

て
利
用
さ
れ
た
だ
け
で
普
及
は
し
な
か
っ
た
。

最
近
は
韓
国
や
中
国
で
普
及
し
つ
つ
あ
る
が
、

西
欧
社
会
に
は
浸
透
せ
ず
、
観
光
土
産
と
し
て

購
入
さ
れ
る
程
度
に
な
っ
て
お
り
、
文
化
の
相

図2食品サンプル

カ
ラ
オ
ケ

「
カ
ラ
オ
ケ
」
の

「カ
ラ
」
は
「
歌
詞
の
な

い
」
、
「
オ
ケ
」
は
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
略
語

で
、
放
送
業
界
で
発
生
し
た
言
葉
で
あ
る
。
放

送
番
組
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
使
用
せ
ず
、
録
音

さ
れ
た
伴
奏
で
歌
手
が
歌
唱
す
る
形
式
を
意
味

し
た
。
一
九
七

0
年
代
初
頭
、

井
上
大
佑
が
小

型
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
端
子

を
付
加
し
た
装
置
「
8
ジ
ュ
ー
ク
」
を
開
発
し

て
神
戸
の
バ
ー
に
設
置
、
一
曲
一

0
0
円
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
、
元
祖
と
な
っ
た
。

そ
れ
以
後
、
様
々
な
改
良
装
置
が
登
場
し
た

が
、
第
一
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ

ス
ク
な
ど
に
よ
り
映
像
と
歌
詞
が
画
面
に
登
場

す
る
装
置
で
あ
り
、
第
二
は
無
線
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
装
置
に
よ
り
選
曲
や
音
程
な
ど
を
手
許
で
操

作
で
き
る
よ
う
に
し
た
装
置
で
あ
る
。
一
九
九

0
年
に
は
集
中
管
理
方
式
が
開
発
さ
れ
、
地
域

の
多
数
の
飲
食
店
内
の
個
々
の
装
置
に
同
軸
ケ

ー
ブ
ル
で
映
像
と
音
声
を
送
信
す
る
仕
組
が
登

場
し
、
世
界
に
も
浸
透
し
た

（図
3
)。

技
術
が
飛
躍
し
た
の
は
一
九
九
二
年
に
実
現

し
た
「
通
信
カ
ラ
オ
ケ
」
で
あ
る
。
従
来
は
装

置
に
内
蔵
さ
れ
た
記
録
媒
体
の
制
約
が
あ
っ
た

が
、
こ
れ
で
一
気
に
曲
数
が
拡
大
し
た
。
現
在

違
を
実
感
さ
せ
て
い
る
。
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で
は
世
界
に
浸
透
し
た
カ
ラ
オ
ケ
の
仕
組
を
発

明
し
た
井
上
大
佑
は
「
お
互
い
の
歌
を
じ
っ
く

り
聞
く
と
い
う
忍
耐
強
さ
を
鍛
え
る
方
法
を
発

明
し
た
」
功
績
で
、
笑
っ
て
し
ま
う
が
考
え
さ

せ
ら
れ
る
研
究
や
発
明
を
顕
彰
す
る
イ
グ
・
ノ

ー
ベ
ル
賞
を
二

0
0
四
年
に
受
賞
し
て
い
る
。

自
動
電
気
炊
飯
器

「は
じ
め
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
中
パ
ッ
バ
（
中
略
）

赤
子
泣
い
て
も
蓋
と
る
な
」
と
い
う
言
葉
の
よ

う
に
、
コ
メ
の
炊
飯
に
は
コ
ツ
が
あ
り
、
面
倒

な
家
事
で
あ
っ
た
。
一

九
二

0
年
代
に
電
熱
で

炊
飯
で
き
る
製
品
が
開
発
さ
れ
た
が
、
普
及
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦
後
に
な
り
、
東
京
下

町
の
交
伸
社
が
開
発
し
た
製
品
を
東
京
芝
浦
電

気

（現
在
の
東
芝
）
が
改
良
し
、
一
九
五
五
年

図3初期のカラオケ装置

ヽ図4自動式電気釜

に
電
源
を
入
れ
る
だ
け
で
炊
飯
が
で
き
る
自
動

式
電
気
釜

（図
4
)
が
発
売
さ
れ
た
。

一
旦
開
発
さ
れ
る
と
、
改
良
を
得
意
と
す
る

日
本
企
業
は
次
々
と
便
利
な
製
品
を
発
売
し
、

炊
き
上
が

っ
た
御
飯
を
保
温
す
る
機
能
の
あ
る

製
品
、
鍋
を
二
層
構
造
に
し
て
外
気
の
気
温
に

影
轡
さ
れ
な
い
製
品
、
タ
イ
マ
ー
機
能
を
内
蔵

し
て
前
夜
に
設
定
し
て
お
け
ば
翌
朝
に
は
炊
き

上
が

っ
て
い
る
製
品
、
独
身
者
や
小
家
族
を
対

象
に
し
た
小
型
の
製
品
、
マ
イ
コ
ン
を
内
蔵
し

て
分
量
に
対
応
し
て
火
力
を
調
整
す
る
製
品
な

ど
が
登
場
し
て
き
た
。

世
界
の
三
大
穀
物
は

コ
メ
、
小
麦
、

ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
で
あ
る
が
、
コ
メ
を
主
食
と
す
る
地
域

は
日
本
以
外
に
中
国
、
韓
国
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
、

図5現在のカーナビゲーション装置

西
南
ア
ジ
ア
と
広
範
で
、
調
理
の
方
法
も
地
域

に
よ

っ
て
相
違
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
地
域
の

電
気
炊
飯
器
の
市
場
規
模
は
五

0
0
0億
円
に

も
な
る
が
、
地
域
ご
と
に
調
理
の
方
法
は
相
違

し
、
独
自
の
商
品
が
流
通
し
て
い
る
。
し
か
し

自
動
炊
飯
機
器
を
発
明
し
て
社
会
に
貢
献
し
た

こ
と
は
日
本
が
自
慢
で
き
る
業
績
で
あ
る
。

カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

現
在
で
は
大
半
の
自
動
車
に
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン

（カ
ー
ナ
ビ
）
装
置
が
搭
載
さ
れ
、
自

車
の
位
置
が
表
示
さ
れ
る
（
図
5
)。
こ
れ
に

は
ア
メ
リ
カ
が
軍
事
目
的
で
開
発
し
た
複
数
の
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人
工
衛
星
か
ら
の
信
号
で
位
置
を
特
定
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル

•

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

(
G
P
S
)
が
基
本
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
一
般
に
開
放
さ
れ
た
の
は
一
九
九
三
年

で
あ
る
が
、
そ
の
―
二
年
前
か
ら
独
自
技
術
に

よ
る
カ
ー
ナ
ビ
が
日
本
で
開
発
さ
れ
て
い
た
。

本
田
技
研
工
業
が
一
九
八
一
年
に
開
発
に
成

功
し
た
「
ホ
ン
ダ

・
エ
レ
ク
ト
ロ
・

ジ
ャ
イ
ロ

ケ
ー
タ
」
で
あ
る
。
ま
だ
電
子
地
図
の
な
い
時

代
で
、
セ
ル
ロ
イ
ド
に
印
刷
し
た
地
図
を
車
内

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
装
置
の
前
面
に
装
蒲
し
、
車

載
の
「
ガ
ス
レ
ー
ト
・
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
ー
」

で
進
行
方
向
を
、
タ
イ
ヤ
の
回
転
に
よ
り
出
発

地
点
か
ら
の
距
離
を
測
定
し
、
そ
の
情
報
を
マ

ィ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
複
合
し
て
現
在
位
置

を
表
示
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

当
初
は
セ
ン
サ
ー
の
精
度
が
十
分
で
は
な
く
、

停
止
し
た
と
き
に
位
置
を
補
正
す
る
必
要
が
あ

り
、
ま
た
地
図
の
範
囲
の
外
部
に
移
動
す
る
と

地
図
を
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
不
便
で
あ

っ
た
が
、

以
後
、
地
図
を
光
デ
ィ
ス
ク
に
収
録

す
る
な
ど
改
善
が
進
行
し
た
。

G
P
S
の
利
用

が
可
能
に
な
っ
て
精
度
は
一
気
に
向
上
し
、
見

知
ら
ぬ
土
地
で
も
容
易
に
運
転
が
で
き
る
現
代

の
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
最
初
の
＿
歩
を

開
拓
し
た
記
念
す
べ
き
技
術
で
あ
っ
た
。

Q

R
コ
ー
ド

図6QRコード

現
在
で
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
販
売
さ

れ
て
い
る
食
品
の
値
札
に
も
「
バ
ー

コ
ー
ド
」

が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
五
二
年
に

ア
メ
リ
カ
の
ド
レ
ク
セ
ル
大
学
の
二
人
の
大
学

院
生
が
特
許
を
取
得
し
た
技
術
で
あ
る
が
、
記

載
で
き
る
情
報
に
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
開

発
さ
れ
た
の
が
白
黒
の
升
目
を
正
方
形
に
配
列

し
た
「
Q
R
コ
ー
ド
」
で
あ
る
（
図

6
)
。

Q

R
は
ク
イ

ッ
ク
・

レ
ス
ポ
ン
ス

（
迅
速
な
反

応
）
の
略
号
で
あ
る
。

自
動
車
部
品
製
造
業
の
デ
ン
ソ
ー
は
生
産
す

る
部
品
の
管
理
に
バ
ー
コ
ー
ド
を
一

0
個
ほ
ど

貼
付
し
て
い
た
が
、
現
場
か
ら
作
業
効
率
が
低

下
す
る
、
バ

ー
コ
ー
ド
以
上
の
情
報
を
記
録
で

き
る
手
段
が
必
要
な
ど
の
要
求
が
あ
り
、
一
九

九
二
年
か
ら
社
内
で
研
究
を
開
始
し
た
。
記
録

で
き
る
情
報
を
大
量
に
す
る
、
正
確
で
迅
速
に

認
識
で
き
る
な
ど
を
目
標
に
研
究
し
、
開
発
し

た
社
員
の
趣
味
で
あ
っ
た
囲
碁
も
参
考
に
し
て

一
九
九
四
年
に
完
成
し
た
。

縦
横
ニ
―

X
二
＿
の
セ
ル
（
升
目
）
か
ら
最

大

一
七
七

x
一
七
七
の
セ
ル
ま
で
四
セ
ル
単
位

で
利
用
可
能
で
、
最
大
で
は
数
字
で
あ
れ
ば
七

0
八
九
文
字
、
英
字
で
あ
れ
ば
四
二
九
六
文
字
、

漢
字
で
あ
れ
ば
一
八
一
七
文
字
が
表
示
可
能
で

あ
る
。
普
及
さ
せ
る
た
め
特
許
を
公
開
（
現
在

で
は
特
許
期
限
終
了
）
し
た
結
果
、
急
速
に
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
ス
マ

ー
ト

フ
ォ
ン
に
よ
る
Q

R
決
済
が
世
界
に
浸
透
す
る

ほ
ど
の
世
界
標
準
に
な
っ
て
い
る
。

各
国
の
技
術
の
威
力
を
表
示
す
る
指
標
に
国

際
特
許
出
願
件
数
が
あ
る
。
一
四
年
前
の
二

0

0
七
年
に
は
ア
メ
リ
カ
が
世
界
の
一
五
％
、
日

本
が
一
三
％
、
中
国
が
八
％
で
あ
っ
た
が
、
一

四
年
後
の
二

0
ニ

―
年
に
は
二

0
%
‘

―
二
％
、

ニ
ニ
％
と
中
国
が
躍
進
す
る
一
方
、
日
本
は
停

滞
し
て
い
る
。
特
許
だ
け
が
国
力
を
表
示
す
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
日
本
の

現
状
と
と
も
に
憂
慮
す
べ
き
状
態
で
あ
り
、
技

術
立
国
日
本
の
再
生
が
期
待
さ
れ
る
。
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